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公
共
サ
ー
ビ
ス
に

　
　
　
も
っ
と
投
資
を
！

地
域
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
実
施

2021春闘

　

県
本
部
は
、
２
０
２
１
春

闘
期
の
全
国
統
一
行
動
と
し

て
、
３
月
12
日
郡
山
市
の
郡

山
駅
前
広
場
に
て
「
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

を
！
」
地
域
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
行
っ
た
。

　

初
め
に
志
賀
中
央
執
行
委

員
長
か
ら
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
、
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
市
民
の
皆

様
に
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
自
治
労
は
、
税

収
不
足
や
財
政
難
を
理
由
と

し
た
、
一
方
的
な
人
件
費
削

減
で
は
な
く
、
処
遇
改
善
や

人
員
確
保
に
よ
る
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
労
働

者
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
も
っ
と
投
資
を
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
を
お
こ
な
い
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
と
強
く
訴
え
た

　

次
に
、
本
部
・
会
津
総
支

部
・
福
島
市
職
労
が
作
成
し

た
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ

と
投
資
を
！
」
ア
ピ
ー
ル
動

画
の
放
映
と
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行

い
、「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
（
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕

事
）」
と
し
て
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働

者
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
に
つ
い
て
、
重
要
性

と
存
在
価
値
を
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

郡山駅前で「公共サービスにもっと投資を！」を訴える

原発NO！を訴える参加者

　

３
月
21
日
と
う
ほ
う
・
み

ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
２
０
２
１
原
発
の
な
い
福

島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
考
慮
し
、
県
内
参

加
者
に
限
定
し
て
70
名
の
参

加
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ラ
イ

ブ
配
信
で
開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
は
、
東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ

の
黙
祷
で
は
じ
ま
り
、
角
田

実
行
委
員
長
は
、「
原
発
事

故
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
る
現
状
・
現
実
を
受
け

止
め
、
多
く
の
人
と
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
再
び
原
発
事
故
・
過

酷
災
害
を
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
『
原

発
の
な
い
福
島
』『
原
発
の
な

い
社
会
』
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
特
別
ゲ
ス
ト
の
古
今

亭
菊
千
代
さ
ん
か
ら
あ
い
さ

つ
の
後
、
引
地
事
務
局
長
が

県
民
大
集
会
の
10
年
間
の
と

り
く
み
と
果
た
し
て
き
た
役

割
・
成
果
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

福
島
か
ら
の
訴
え
と
し
て

武
藤
類
子
さ
ん
か
ら
「
東
電

裁
判
」
に
つ
い
て
の
報
告
、
被

災
者
・
教
育
関
係
者
、
若
者

（
第
23
代
高
校
生
平
和
大
使
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
た
。

　

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
集
会
を
終
了
し

た
。

原　発
NO！

10
年
目
の
県
民
大
集
会
開
催
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

し
て
い
る
単
組
（
病
院
・
保
健
所
）
へ

激
励
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
は
、「
大
変
あ

り
が
た
い
。
昼
食
休
憩
時
は

黙
食
の
徹
底
、
職
場
の
仲

間
、
友
人
・
知
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制
限

さ
れ
る
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
引
き
続
き
感
染

防
止
対
策
を
と
り
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
く
。」
と

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小野病職労：佐藤執行委員長

いわき市職連合：松本副執行委員長

岩瀬病職労：菱沼執行委員長

福島市職労：丹野執行委員長

南相馬市職労：只木執行委員

県職連合：澤村中央執行委員長

相馬市職労：渡邉執行委員

がんばろう福島
第92回福島県メーデー
� 各地区で祭典を開催
　コロナ感染防止対策の徹底により、参
加人数を限定して各地区で開催されます。
　各地区からの参加要請に基づいて参加
をお願いします。

４月22日㈭
　福島グリーンパレス
　◦県本部第９回中央執行
委員会

　　（第１回現業・公企闘
争委員会）

　◦県本部共済推進委員会
　◦県本部第４回単組代表
者会議

　◦共済推進単組代表者会
議

�
４月24日㈯
　福島グリーンパレス
　◦県本部公企評第１回幹
事会

�
４月28日㈬
　福島県本部
　◦県本部公共民間評第１
回幹事会

�
４月28日㈬、29日㈭
　◦第92回福島県メーデー
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自
治
労
福
島
県
本
部
新
執
行
体
制

中
央
執
行
委
員
長

澤
　
田
　
精
　
一

（離籍・新・南相馬市職）

副
中
央
執
行
委
員
長

澤
　
村
　
英
　
行

（非専従・再・県職連合）
自
治
労
共
済
担
当
中
央
執
行
委
員

坂
　
内
　
孝
　
浩

（離籍・再・会津若松市職）
中
央
執
行
委
員
（
県
南
総
支
部
）

芳
　
賀
　
正
　
和

（非専従・新・平田村職）

組
織
部
長
（
全
県
選
出
）

飯
　
塚
　
美
由
希

（専従・再・喜多方市職）
中
央
執
行
委
員
（
県
南
総
支
部
）

中
　
村
　
裕
　
輔

（専従・再・須賀川市職）

中
央
執
行
委
員
（
青
年
部
）

髙
　
木
　
壮
　
大

（非専従・新・本宮市職）

副
中
央
執
行
委
員
長

鈴
　
木
　
　
　
茂

（非専従・再・福島市職）
中
央
執
行
委
員
（
県
職
総
支
部
）

鈴
　
木
　
貴
　
士

（専従・新・県職連合）
中
央
執
行
委
員
（
会
津
総
支
部
）

五
十
嵐
　
　
　
卓

（専従・再・磐梯町職）

中
央
執
行
委
員
（
現
業
評
）

遠
　
藤
　
知
　
浩

（非専従・再・田村広域職）

副
中
央
執
行
委
員
長

曲
　
山
　
博
　
貴

（非専従・再・玉川村職）
中
央
執
行
委
員
（
県
職
総
支
部
）

斉
　
藤
　
年
　
明

（非専従・新・県職連合）
中
央
執
行
委
員
（
会
津
総
支
部
）

五
十
嵐
　
久
　
雄

（非専従・再・喜多方市職）

中
央
執
行
委
員
（
衛
医
評
）

安
　
藤
　
淑
　
子

（非専従・新・公立岩瀬病院職）

書
記
長

根
　
本
　
和
　
俊

（専従・新・県職連合）
中
央
執
行
委
員
（
県
北
総
支
部
）

橘
　
内
　
佑
　
実

（専従・再・福島市職）
中
央
執
行
委
員
（
浜
総
支
部
）

中
　
野
　
寿
　
一

（専従・再・いわき市職連合）

中
央
執
行
委
員
（
社
福
評
）

栃
　
本
　
髙
　
雄

（非専従・新・南相馬市職）

書
記
次
長

齋
　
藤
　
浩
　
昭

（離籍・再・福島市職）
中
央
執
行
委
員
（
県
北
総
支
部
）

遠
　
藤
　
一
　
也

（非専従・新・二本松市職）
中
央
執
行
委
員
（
浜
総
支
部
）

愛
　
場
　
　
　
学

（非専従・新・大熊町職）

中
央
執
行
委
員
（
公
企
評
）

溝
　
井
　
　
　
浩

（非専従・再・石川町職）

新体制で運動強化と組織拡大を推進

特
別
執
行
委
員

連
合
福
島
会
長

今
　
野
　
　
　
泰
（
福
島
市
職
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

八
　
巻
　
由
　
美
（
福
島
市
職
）

福
島
県
地
方
自
治
研
究
所
理
事
長

福
島
県
本
部
共
済
推
進
委
員
会
推
進
委
員
長

志
　
賀
　
一
　
幸
（
県
職
連
合
）

連
合
福
島
相
双
地
域
連
合

事

務

局

長

前
　
田
　
伸
　
吾
（
南
相
馬
市
職
）

福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長

引
　
地
　
力
　
男
（
県
職
連
合
）

（
自
治
体
議
員
連
合
）

紺
野
長
人
（
県
　
　
議
）

坂
内
鉄
次
（
喜
多
方
市
議
）

渡
辺
　
實
（
石
川
町
議
）

上
壁
　
充
（
い
わ
き
市
議
）

渡
部
訓
正
（
南
会
津
町
議
）

髙
梨
　
浩
（
会
津
若
松
市
議
）

深
谷
政
憲
（
須
賀
川
市
議
）

渡
部
英
明
（
南
会
津
町
職

特
別
執
行
委
員
）

　

２
月
９
日
に
書
面
開
催
し
ま
し
た
県
本
部
第
１
０
８
回
臨
時
大
会
に
お
い
て
、
多
く
の
代
議
員

の
皆
さ
ん
の
信
任
を
頂
き
、
４
月
１
日
か
ら
県
本
部
中
央
執
行
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
就
任

に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
収
束
が
一
向
に
見
え
な
い
中
、
保
健
・
医
療

現
場
を
中
心
に
逼
迫
し
た
状
況
が
続
き
、
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
、
感
染
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
懸
命
に
業
務
に

当
た
っ
て
い
る
組
合
員
に
最
大
限
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
４
月
５
日
に
は
宮
城
県
を
含
む
３
府
県
に
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
が
実
施
さ
れ
、
県
内
で
も
感
染
者
の
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

菅
首
相
の
後
手
後
手
で
場
当
た
り
的
な
対
応
に
よ
る
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
県
本
部

は
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
係
る
業
務
、
特
に
住
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

む
け
た
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
職
員
の
長
時
間
労
働
、
労
働
強
化
を
招
か
な
い
よ
う
、
体
制
の
強

化
・
人
員
確
保
な
ど
必
要
な
対
応
を
は
か
る
よ
う
に
、
人
的
・
財
政
的
支
援
を
本
部
及
び
関
係
団

体
に
求
め
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
へ
対
す
る
偏
見
と
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
こ
の
間
４
年
５
ヵ
月
書
記
長
を
経
験
し
全
単
組
を
訪
問
し
た
中
で
、
東

日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
、
コ
ロ
ナ
禍
、
更
に
単
組
に
お
け
る
役
員
の
早
期
の
交
代
・
若
年
齢
化

に
よ
り
、
組
合
運
動
の
継
承
が
出
来
な
い
、
取
り
組
め
な
い
単
組
の
実
態
を
把
握
し
、
県
本
部
全

体
と
し
て
組
合
組
織
が
弱
体
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
具
体
的
に
そ
の
課
題
解
決

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
責
任
を
痛
感
し
ま
し
た
。
県
本
部
運
動
の
最
大
の
課
題
の
一
つ

が
「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」
で
す
。
県
本
部
は
、
組
合
員
・
単
組
の
視
点
に
立
ち
、
時
代
と
と
も

に
変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
な
が
ら
も
、
労
働
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
各
単
組
の
自
治
労
共
済

の
推
進
と
併
せ
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
９
月
に
菅
政
権
が
発
足
し
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
菅
政
権
は
安
倍
政
権
を
「
継

承
」
し
た
民
主
主
義
の
根
幹
を
無
視
す
る
強
引
な
政
権
運
営
を
行
い
、
菅
首
相
本
人
や
家
族
が
関

わ
る
幾
つ
も
の
問
題
が
浮
上
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
な
ど
政
権
に
対
す
る
国
民
の
不
信

感
は
増
し
て
い
ま
す
。
菅
首
相
が
掲
げ
た
「
国
民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
第
49
回
衆
議
院
選
挙
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
っ
た
情
勢
を
踏
ま

え
る
と
、
時
期
は
不
透
明
で
す
が
、
自
民
党
政
権
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
、
国
民
の
多
数
派
に

対
応
し
た
「
中
道
」「
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
の
結
集
・
拡
大
を
進
め
、
与
野
党
逆
転
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
自
治
労
の
組
織
力
を
示
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
絶
対
に
負
け
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。
更
に
２
０
２
２
年
夏
に
行
わ
れ
る
第
26
回
参
議
院
選
挙
で
は
、

地
域
で
働
く
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
声
を
国
政
に
反
映
し
政
策
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
自
治
労

組
織
内
候
補
予
定
者
で
あ
る
本
部
書
記
長
「
鬼
木
ま
こ
と
」
さ
ん
（
立
憲
民
主
党
）
の
支
持
拡
大

と
各
種
自
治
体
選
挙
で
の
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、
県
本
部
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
10
年
目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

浜
通
り
の
被
災
自
治
体
単
組
を
中
心
に
、
未
だ
復
旧
・
復
興
の
途
中
で
あ
り
、
災
害
は
継
続
し
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
も
続
く
全
国
か
ら
の
多
く
の
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
組

合
員
・
単
組
・
総
支
部
・
県
本
部
が
団
結
し
、
地
域
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
手
を
携
え
、
ふ

る
さ
と
「
福
島
」
の
復
興
・
創
生
、
脱
原
発
の
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
始
め
、
以
下
８
点
を
重
点
課
題
に
掲
げ
、
課
題

解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。
①
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
②
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
③
会
計
年

度
任
用
職
員
等
の
処
遇
改
善
④
大
震
災
・
原
発
事
故
等
の
被
害
か
ら
の
復
興
・
創
生
⑤
自
治
労
共

済
推
進
の
取
り
組
み
⑥
政
策
実
現
に
む
け
た
政
治
活
動
の
推
進
⑦
自
治
体
財
政
の
確
立
⑧
環
境
・

平
和
・
人
権
を
確
立
す
る
取
り
組
み
、
更
に
、
各
単
組
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
県
本

部
の
指
導
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
助
言
・
情
報
提
供
を
丁
寧
に
行
い
、
単
組
・
総
支
部
・
県

本
部
が
一
体
と
な
り
、
前
進
・
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
の
必
要
性
・
重
要
性
は
増
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
す
べ
て
の
労
働
者
の
力
を
自
治
労
福
島
県
本
部
の
旗
の
下
に

結
集
し
、
組
合
員
の
生
活
と
権
利
の
向
上
に
向
け
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
運
動
の
先
頭
に

立
ち
、
取
り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
長
　
澤
　
田
　
精
　
一　

会
計
監
査

組
合
員
・
単
組
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
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